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市
長
談
話
室

叙 勲 瑞宝双光章 更生保護功労

叙 勲 瑞宝単光章 消防功労

秋
の
叙
勲

　

11
月
３
日
の「
文
化
の
日
」
、秋
の
叙
勲
受
章
者
が
発
令
さ
れ
、香

南
市
で
は
公
家
靖
孝
さ
ん（
野
市
町
）が
瑞
宝
双
光
章
を
、西
村
敏

彦
さ
ん（
赤
岡
町
）が
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

昭
和
３９
年
に
赤
岡
町
消
防
団
に
入
団
し

て
以
来
、３９
年
の
長
き
に
わ
た
り
献
身
的
に

消
防
活
動
に
精
励
さ
れ
る
と
と
も
に
、市
民

の
生
命
と
財
産
を
守
る
と
い
う
消
防
使
命

を
遂
行
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、平
成
１３
年
か

ら
の
２
年
間
は
消
防
団
長
と
し
て
指
揮
を

執
り
、団
員
の
資
質
向
上
に
努
め
、消
防
行

政
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　　

高
校
卒
業
後
、自
衛
隊
に
４
年
間
入
隊
。

帰
高
し
て
民
間
企
業
へ
就
職
し
た
時
に「
若

い
力
を
貸
し
て
ほ
し
い
」と
消
防
団
へ
の
勧
誘

が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

団
員
生
活
３９
年
の
中
で
、火
災
や
人
命

救
助
な
ど
幾
多
の
過
酷
な
現
場
を
踏
ん
で
こ

ら
れ
た
西
村
さ
ん
。「
夏
は
台
風
で
香
宗
川

が
よ
う
氾
濫
し
、住
民
を
避
難
誘
導
。冬
場

は
頻
繁
に
火
事
場
へ
出
動
し
た
。ど
ん
な
時

で
も
、す
ぐ
に
現
場
へ
駆
け
つ
け
ら
れ
る
よ
う

に
〝
有
事
即
応
体
制
〞
を
と
っ
て
い
た
」と
自

衛
隊
で
の
経
験
が
生
か
さ
れ
た
こ
と
を
振
り

返
り
ま
す
。

　
　

団
長
と
し
て
の
責
任
と
誇
り
を
胸
に
、団

員
が
現
場
で
パ
ニ
ッ
ク
に
な
ら
な
い
よ
う
、団

員
の
安
全
確
保
を
第
一
に
心
が
け
て
指
揮

を
執
ら
れ
ま
し
た
。「
お
か
げ
さ
ま
で
ケ
ガ
や

事
故
も
な
く
、無
事
に
消
防
団
生
活
を
全
う

で
き
て
ほ
っ
と
し
た
」と
安
堵
の
表
情
を
の
ぞ

か
さ
れ
ま
し
た
。

　　
ま
た
、放
水
技
術
の
向
上
と
士
気
の
高
揚

を
図
る
た
め
、ポ
ン
プ
車
操
法
の
技
術
に
も

磨
き
を
か
け
、夜
間
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
で
照
ら

し
な
が
ら
の
練
習
も
。団
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
信
頼
関
係
づ
く
り
に

努
め「
和
」を
大
切
に
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
「
今
回
の
受
章
は
、何
よ
り
も
家
族
の
支

え
が
あ
っ
て
こ
そ
。消
防
団
活
動
を
通
じ
て
い

ろ
ん
な
人
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
、多
く
の
仲

間
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
」と
周
り
へ
の
感
謝
を

噛
み
締
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　　

現
在
は
、趣
味
の
船
釣
り
へ
出
か
け
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
西
村
さ
ん
。秋
晴
れ
の
穏

や
か
な
海
に
釣
り
糸
を
垂
ら
し
、お
お
ら
か

で
に
こ
や
か
な
表
情
を
浮
か
べ
な
が
ら
、今
日

も
ま
ち
の
平
穏
無
事
を
願
わ
れ
て
い
ま
す
。

西村 敏彦さん
７２歳　赤岡町

公家 靖孝さん
７１歳　野市町

　 

昭
和
５６
年
に
保
護
司
を
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、３１
年
余

り
保
護
司
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
罪
を
犯
し
た

り
、非
行
の
あ
る
少
年
・
少
女
に
対
す
る
社
会
内
で
の

処
遇
に
当
た
っ
て
は
、細
や
か
な
配
慮
と
親
身
な
態
度

を
持
っ
て
指
導
や
助
言
を
行
い
、多
く
の
少
年
の
更
生

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。現
在
も
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」強
調
月
間
を
中
心
と
し
て
、犯
罪
予
防
活
動
に

率
先
し
て
取
り
組
み
、犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会

づ
く
り
に
活
躍
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

 　

昭
和
３５
年
に
野
市
町
役
場
に
就
職
さ
れ
、ち
ょ
う

ど
４０
歳
に
な
っ
た
時
、そ
の
当
時
配
属
さ
れ
て
い
た

福
祉
課
の
上
司
に
勧
め
ら
れ
、保
護
司
と
し
て
の
活

動
が
始
ま
っ
た
公
家
さ
ん
。初
め
は
業
務
の
専
門
性

に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、さ
ま
ざ
ま
な
研
修
に
参
加
し

た
り
、
人
と
接
す
る
こ
と
で
理
解
を
深
め
て
い
か
れ

ま
し
た
。

　　
「
保
護
司
を
務
め
る
中
で
一
番
大
事
な
の
は
、犯

罪
に
手
を
染
め
た
り
、非
行
に
走
っ
た
少
年
・
少
女

と
信
頼
関
係
を
作
る
こ
と
」と
公
家
さ
ん
。信
頼
関

係
が
な
い
時
は
何
を
聞
い
て
も
本
当
の
こ
と
を
言
っ

て
く
れ
な
い
そ
う
で
、何
度
も
家
に
通
っ
た
り
、話
の

回
数
を
重
ね
る
中
で
や
っ
と
関
係
が
で
き
あ
が
り
、

そ
れ
か
ら
や
っ
と
指
導
や
助
言
を
聞
い
て
も
ら
え
る

よ
う
に
な
る
そ
う
で
す
。

　
　

受
章
に
つ
い
て
は
、嬉
し
い
と
お
っ
し
ゃ
り
な
が
ら

も
、保
護
司
の
委
嘱
は
７５
歳
ま
で
な
の
で
、そ
れ
ま
で

や
り
抜
く
と
強
い
決
意
を
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

保
護
司

　

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の

立
ち
直
り
を
地
域
で
支
え
る

民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。保
護

観
察
官
と
協
働
し
て
保
護
観

察
に
当
た
る
ほ
か
、犯
罪
や
非

行
を
し
た
人
が
刑
事
施
設
や

少
年
院
か
ら
社
会
復
帰
を
果

た
し
た
と
き
に
、ス
ム
ー
ズ
に

社
会
生
活
を
営
め
る
よ
う
、釈

放
後
の
住
居
や
就
業
先
な
ど

の
帰
住
環
境
の
調
整
や
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

4

　９月下旬から10月中旬にかけて県内で撮影が
行われた高知県出身の作家・有川浩さん原作の映
画「県庁おもてなし課」。香南市でも手結港周辺で
撮影が行われ、山北みかんと水晶文旦を差し入れ
に行ってきました。主演の錦戸亮さんとヒロイン役
の堀北真希さんには会えなかったのですが、スクリ
ーンに見慣れた高知の風景が映し出されるという
のは、嬉しいですね。
　早いもので、今年も今月を残すのみとなりました。
　どうか、よい年をお迎えください。

おすすめの1冊おすすめの1冊おすすめの1冊おすすめの1冊

　

平
成
７
年
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大

震
災
で
の
実
質
的
救
出
活
動
は
、ほ
ぼ
１

週
間
で
終
了
し
、電
気
も
１
週
間
程
度
、水

道
は
１
カ
月
程
度
で
復
旧
、仮
設
住
宅
へ

の
入
居
も
１
カ
月
で
始
ま
り
、鉄
道
・
高
速

道
路
等
の
ほ
と
ん
ど
の
イ
ン
フ
ラ
も
３
カ

月
程
度
で
復
旧
活
動
が
終
わ
っ
た
と
い
い

ま
す
。で
は
、東
日
本
大
震
災
は
ど
う
で
し

ょ
う
。災
害
規
模
の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、

が
れ
き
撤
去
作
業
の
遅
滞
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
、復
旧
活
動
が
進
ん
で
い
な
い

の
が
現
状
で
す
。そ
の
要
因
と
し
て
あ
げ

ら
れ
て
い
る
の
が
、市
役
所
や
役
場
・
職
員

な
ど
が
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
自

治
体
の
機
能
低
下
、避
難
施
設
不
足
、が
れ

き
集
積
地
や
仮
埋
葬
地
、仮
設
住
宅
の
建

設
用
地
の
確
保
が
で
き
な
い
、地
盤
沈
下
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
拠
点
・
宿
泊
施
設

の
不
足
な
ど
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
発
生
後
、『
減
災
』と
い

う
言
葉
を
聞
か
れ
る
機
会
が
多
く
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
防
災
計
画
は
、

災
害
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ『
防
災
』の
考

え
方
が
中
心
で
し
た
。し
か
し
、東
日
本
大

震
災
で
の
広
域
に
わ
た
る
甚
大
な
被
害

か
ら
わ
か
っ
た
こ
と
は
、災
害
を
防
ぐ
こ

と
に

限
界
が
あ
る

こ
と
と
、こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
防
災
計

画
で
は
対
応
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。そ
こ
で
、「
香
南
市
地
域
防
災
計
画
」

（
平
成
19
年
３
月
策
定
）を
見
直
す
た
め

に
、高
知
工
科
大
学
と
連
携
を
取
り
、地
震

発
生
後
か
ら
収
束
ま
で
を
時
系
列
に
沿
っ

て
分
析
し
た
、防
災
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ

る
具
体
的
な
計
画
づ
く
り
を
行
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。「
ど
の
よ
う
な
避
難
活
動
が
必

要
な
の
か
」「
ど
う
す
れ
ば
救
出
・
救
護
活

動
が
迅
速
に
行
え
る
の
か
」「
救
急
医
療
体

制
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
」「
被
災
者
の

生
活
復
旧
活
動
と
居
住
地
復
興
活
動
を

ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
」な
ど
、そ
の
時
そ

の
時
の
行
動
を
明
確
化
し
、市
役
所
の
機

能
低
下
の
防
止
対
策
と
併
せ
て
考
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。そ
し
て
、災

害
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、ど
の
よ
う
な
予
防
対
策

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
か
も
見
え
て
き

ま
す
。防
災
対
策
の
４
つ
の
柱
、「
予
防
」

「
応
急
」「
復
旧
」「
復
興
」を
し
っ
か
り
計
画

に
盛
り
込
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

高
知
工
科
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
防

災
計
画
の
見
直
し

東
日
本
大
震
災
の
復
旧
が
遅
滞
し
た

要
因
と
は

災
害
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る

防
災
計
画
づ
く
り

週道の

　

地
区
懇
談
会
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆

さ
ま
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。こ
の
地
区

懇
談
会
は
、開
催
方
法
を
工
夫
し
な
が
ら
、こ
れ

か
ら
も
続
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、ご
参
加
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
、お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

地
区
懇
談
会
で
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見

は
、市
役
所
内
で
共
有
し
、よ
り
よ
い
行
政
運
営

に
繋
げ
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
の
皆
さ
ま
が
主
催
さ
れ
る
会
合
へ

も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
、お
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、今
月
の
市
長
談
話
室
は
、地
区
懇
談
会

の
中
で
も
話
に
出
ま
し
た「
南
海
ト
ラ
フ
の
巨

大
地
震
対
策
」に
つ
い
て
で
す
。

東
日
本
大
震

す

防
災
計
画

これからの
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　県内初の総合型地域スポーツクラブの設立に当初から関わると
ともに、設立後は副会長、会長としてクラブの運営に積極的に取り
組まれました。また、平成18年3月の市町村合併時には、NPO法人こ
うなんスポーツクラブへ移行する原動力として手腕を発揮され、地
域住民の目線に立った事業の運営にご尽力いただきました。

　昭和52年から食生活改善推進員として長きにわたり、食
生活改善事業に取り組まれ、香南市食生活改善推進協議
会設立時には原動力となり、会長として各支部をまとめ、協
議会を支えていただきました。現在は野市支部長として市
の健康増進計画や食育推進計画に基づいた活動に取り組
み、さまざまな事業にご活躍いただいています。

　10月21日（日）「高知県いい歯の表彰式」がイオンモー
ル高知で行われました。この表彰は、健康な歯を維持する
取り組みや、歯科保健対策の推進に貢献された方に贈ら
れています。香南市からは、親子でむし歯がない「親と子の
部」で山下まりさん・瑠璃ちゃん親子が表彰され、80歳以
上で歯を20本以上保っている「熟年者の部」では高橋徹さ
んが表彰されました。

香南市で長年ご活躍され、この度大臣表彰を受賞された方々を紹介します。

平成２４年度生涯スポーツ功労者平成２４年度生涯スポーツ功労者
　文部科学大臣表彰　文部科学大臣表彰
平成２４年度生涯スポーツ功労者
　文部科学大臣表彰

　昭和52年か

平成２４年度食生活改善事業功労者
　厚生労働大臣表彰　厚生労働大臣表彰
平成２４年度食生活改善事業功労者
　厚生労働大臣表彰

　1
ル高
取り

平成２４年度高知県いい歯の表彰平成２４年度高知県いい歯の表彰平成２４年度高知県いい歯の表彰

恒光 真之さん　（香我美町）

北村 涼子さん　（野市町）

親と子の部　優秀賞親と子の部　優秀賞
　高知県歯科医師会長表彰　高知県歯科医師会長表彰
親と子の部　優秀賞
　高知県歯科医師会長表彰

山下 まりさん・瑠璃ちゃん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（野市町）

熟年者の部熟年者の部
　高知県歯科技工士会長表彰　高知県歯科技工士会長表彰
熟年者の部
　高知県歯科技工士会長表彰

高橋 徹さん　（夜須町）

平成５年４月～平成１１年３月

平成１１年４月～平成１４年３月

平成１４年４月～平成１６年３月

平成１６年４月～平成２１年３月

平成２１年４月～平成２４年３月

香我美町体育協会副会長

香我美町体育協会会長

NPO法人かがみスポーツクラブ副会長

NPO法人かがみスポーツクラブ会長

NPO法人こうなんスポーツクラブ会長

主要な経歴主要な経歴主要な経歴

昭和６１年４月～平成２年３月

平成２年４月～平成８年３月

平成８年４月～平成１０年３月

平成１６年４月～平成１８年２月

平成１８年４月～平成２４年３月

平成１８年４月～現在

平成１４年５月～平成１８年５月

平成１８年５月～平成２４年４月

野市町食生活改善推進協議会理事　

野市町食生活改善推進協議会会長

野市町食生活改善推進協議会理事

野市町食生活改善推進協議会会長

香南市食生活改善推進協議会会長・野市支部長

香南市食生活改善推進協議会野市支部長

中央東地区食生活改善推進協議会理事

中央東地区食生活改善推進協議会副会長

主要な経歴主要な経歴主要な経歴

。

香 の南

文 力
Ｐｏｗｅｒ Cultureｏｆ

全国表彰

土佐絵金歌舞伎伝承会
高知県文化賞

山北棒踊り保存会
地域文化功労者表彰

　　11月３日文化の日、高知会館で「平成24年度高知県文化賞授賞式」が行われ、土佐絵金歌舞伎伝承会が受賞に

輝きました。文化賞は高知県の学術・芸術・教育などの文化振興に功績があった、個人・団体に贈られる賞。

　　土佐絵金歌舞伎伝承会は平成５年に結成され、毎年７月の絵金祭りでは、絵金の屏風絵に描かれている演目を披

露し、気迫のこもった演技や、時には台詞が出てこずアドリブで会場を沸かせることも。絵金祭りでの上演のみならず、

県内外をはじめ、海外公演も行うなど、親子・三世代での共演で絵金の文化を広く発信。地域住民と行政が一体と

なって「絵金の町赤岡」のまちづくりと地域文化の振興に大きく貢献されています。一座を率いる会長の杉村信夫さん

は「継続は力なりと言いますが、今日の日を迎えられたのもひとえに、お客さまをはじめ、多くの関係者の皆さま方のご理

解、ご支援、ご協力の賜物です。これからも皆さまに親しまれる歌舞伎を演じて参ります」と感謝の意を述べられました。

　　香我美町山北に伝わって、昨年３００年を迎えた棒踊りを継承する山北棒踊り保存会が、１１

月１５日（木）「地域文化功労者（文部科学大臣表彰）」を受賞しました。文化庁が毎年、芸術文

化の振興や文化財保護に功績のあった個人や団体を選定。

　　同保存会は、山北棒踊りが高知県保護無形民俗文化財の指定を受けるにあたり、地域をあ

げて保存・伝承に取り組むため保存会を設立。今年で５０年の節目を迎えました。毎年１１月１８

日の秋の大祭での奉納のみならず、県内はもとより全国あるいは海外にまで活動の場を広げ、

多くの人にその魅力を発信。また、地元小学生に小棒打ちを指導し、後継者の育成にも力を入

れています。徳久俊祥会長は「先人からの伝承と“若いし”たちが棒踊りに対する熱意と使命

感を持って一生懸命に取り組み、また、地域の皆さまのご支援、ご協力があってこその受賞だと

思います。受賞を機に、ますます棒踊りの継承に力を入れて参ります」と話されました。

高知県表彰

※
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豆の種類や栄養を親子で学習

香南キッズ　親子料理教室

　　１０月２０日（土）・２１日（日）の両日、赤岡小学校で香南市小中学校

食育推進検討委員会主催の親子料理教室が開催されました。

　　親子での楽しい調理体験を通して「食」への関心を高めてもらおう

と、市内の栄養教諭が初めて企画。市内の小中学生とその保護者４０

人が参加し、豆を使った調理を体験しました。おいしく会食した後、豆

の種類や栄養についても学習。参加した児童からは「料理を作るのは

難しかったけれどすごく楽しかった。家でもお母さんを手伝って作りた

い」と料理に興味を持った、頼もしい感想が聞かれました。

子ども獅子舞が観客を魅了
須留田八幡宮　秋の大祭

　　１１月３日（土）赤岡町の須留田八幡宮で秋の大祭が行われ、

大人が演じる獅子舞と子ども獅子舞が披露されました。

　　獅子舞は９年前に復活し、昨年からは後継者育成のため

に子ども獅子舞も誕生。地元小学生４人が、大人の動きを見

よう見まねで練習を重ねてきました。その甲斐あって、太鼓

のリズムに合わせて軽妙に踊る獅子と天狗の躍動感あふ

れる大人顔負けの動きに、観客からは惜しみない拍手と歓

声が湧き起こっていました。天狗を演じた岡崎快舟くん（７歳）は

「いっぱい練習して、お父さんみたいに上手になりたい」と意気込

んでいました。親子で共演する日が、待ち遠しいです。

▲御神幸で立ち寄った高見での子ども獅子舞

▲【左】親子で共同作業 【右】「おいしい！」と笑みがこぼれます

警察の救助艇による救助活動

万一の事故に備えて関係機関が連携確認
高知空港周辺（海上）における航空機事故対応訓練

　　１１月１日（木）吉川漁港周辺で、高知龍馬空港へ向かう航空機が

海上に墜落したとの事故を想定した救助訓練が行われました。

　　高知空港緊急計画連絡協議会の主催で、高知空港事務所をは

じめとする５２機関約３００人が参加。同事務所が県警や消防など関

係機関に通報した後、県防災ヘリで海上に漂流する乗客を引き揚

げ、また、救助艇などで岸壁に搬送。災害派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）

などが、救助された負傷者の治療の優先順位を決めるトリアージ実

施後、救護テントで応急処置をし、病院に搬送しました。参加者は緊張感をもって

迅速かつ的確な対応を行い、緊密な連携態勢を確認し合いました。

本でつなぐ人と人、心と心
のいち子ども図書館クラブ　香南市読書祭り

　　１０月２７日（土）のいちふれあいセンターで、のいち子ども図

書館クラブが、クラブ結成１０周年を記念して「香南市読書

祭り」を開催しました。午前の部では、紙芝居やエプロンシアター、大きな

絵本の読み聞かせが行われたり、折り紙などを楽しみました。中でも、エ

プロンを使った人形劇のエプロンシアターでは「おおきなかぶ」や「オオカ

ミと七ひきのこやぎ」が行われ、子どもたちはポケットから次々出てくる登

場人物に目が釘付け！大きなかぶが抜けた時や、オオカミが部屋に入っ

てきた場面では、歓声や悲鳴が上がっていました。午後の部では小児科

医、澤田敬先生の「あまえ子育てと絵本の読み聞かせ」と題した講演も

行われ、みんなで読書の大切さを学びました。

▲エプロンシアターをする図書館クラブのスタッフと
　　それに釘付けになる子どもたち

　　１１月６日（火）市商工会が、市内の社会福祉施設「フレンドリー」と「愛

童園」へ、香南市民チャリティーゴルフコンペによる収益金の一部を贈

呈しました。この寄付は今回で１０回目となり、これまでにも市内の福祉

施設に車いすなどを寄付してきました。畠中義雄会長は「これからも少

しでも社会に貢献できるように、この活動を続けていきたい」と話されて

いました。

おらんくゴルファーより愛を込めて
香南市民チャリティーゴルフコンペ収益金贈呈

おなばれ

ものづくりの楽しさを体感

ポリテクカレッジ高知　ものづくりフェスタ

　　　１１月４日（日）ポリテクカレッジ高知で「ものづくりフェスタ」

が開催され、約２,２００人の親子連れらで賑わいました。

　　会場は多彩なイベントが開かれ、中でも「ものづくり

体験」は、抽選券を求めて行列を作るほどの人気

コーナー。教員や学生の指導を受け、子どもたちは

集中した真剣な表情で、ぬりばしやミニミニちゃぶ台

など、オリジナルの作品を作っていました。参加したある

親子は「毎年楽しみにしています。いっぱいものづくり体

験ができて楽しかったです」と満足した様子でした。

▲【左】組み木パズルづくり 【右】お箸をヤスリで研磨

ぬりばし

学習習習習習習

①あずきのケーキ
②ひよこ豆のソテー・しいらのオオバ揚げ
③吹き寄せおこわ
④鉄分たっぷりみそ汁
⑤レンズ豆のトマトソース

①

③ ④

②

⑤

１

１

３

３

２

２ 被救助者を搬送する自衛隊員
消防とＤＭＡＴによるトリアージ

▲↓

色鮮やかに咲き誇る懸崖菊
城山公園　懸崖菊

トップアスリートからスポーツの楽しさを学ぶ

スポーツ選手活用体力向上事業　サッカー教室

　　１１月１３日（火）赤岡小学校で、同校５・６年生約６０

人を対象としたサッカー教室が行われました。講師

は、元日本代表ＤＦの名良橋晃さん。

　　初めに、名良橋さんと一緒にボールを持って走ったり、手で

ドリブルをしたりしてボールに慣れた後、ミニゲームを実践。

現役時代を彷彿させるようなキレのある動きを披露し、児童

も負けじと一生懸命にプレーしました。また「靴底を地面と平

行にして蹴るとボールが真上に上がる」というリフティングのコ

ツも伝授。名良橋さんは「いろんな人との出会いを大切に、自

分に負けない強い気持ちを持って、夢や目標に向かって努

力・チャレンジしていってほしい」とエールを送っていました。

▲１１月１４日（水）撮影。満開を迎えました

　　香我美町山北の城山公園の懸崖菊が、１１月いっぱい訪

れた人々の目を楽しませてくれました。

　　城山公園の崖を利用して「城山に公園を作る会」の地元ボランティ

アの方が、５年前から整備。約２０アールの敷地に２５種類以上・１万本以

上の色とりどりの菊が、今年も見事に咲き誇りました。黄色の菊で「みか

ん」を表現する工夫も。代表者の長﨑清さんは「今年は例年になく大雨

が降り根腐れもしましたが、ボランティアの方々の協力で皆さんに喜ん

でもらえる菊になりました」と目を細めました。

7２０１２.１２ 6 ２０１２.１２

Hot News owN PA
SH
A

Hot News owN まちの話題
Topics
Topics
Topics



香　南　市　役　所 香南市の取り組みや事業を
紹介するコーナーです

夜須支所　　　５５‐３１４１10月14日（日）夜須川をきれいに

高齢者介護課　　　５７‐８５１０10月25日（木）

　　毎週木曜日、のいちふれあいセンターで行っている脳

の健康教室に、ＲＫＣ高知放送『かつおの笑顔にざぶと

ん一枚２』の取材がありました(１１月１１日に放映済み)。

　　教室では、簡単な読み書き・計算をしてみんなで楽

しく認知症の予防“楽習”をしています。その中で仲間も

増え、サポーターとの交流も。カメラが入り少し緊張した

様子でしたが、インタビューになると教室の魅力をたくさ

ん語ってくれました。「友達もできて、家での“楽習”の習

慣もついて来て良かった」など、皆さん笑顔で答えてい

ました。

みんなで楽しく介護予防

　　市と「愛童園」「風車の丘あけぼの」が、災害時の「福祉避難所の設

置運営に関する協定」を締結しました。

　　これは、次期南海地震などの大規模災害時において、一般の避難

所での生活が難しく、特別な配慮が必要な要援護者（乳幼児・精神

障害者および知的・発達障害者が対象）の受け入れを行うものです。

　　この協定では、福祉避難所の開設から要援護者の受け入れや必

要な物資の調達など、避難所の運営に必要な事項を定めています。

　　清藤市長は「災害弱者あるいは要援護者の対策が急務となってい

る中、福祉避難所の協定を締結し

ていただいたことは、今後の地震

対策において新たな前進がで

きました。今後とも更なる地震

対策に取り組んでいきたい」と

述べました。

福祉事務所　　　５７‐８５０９11月12日（月）福祉避難所の設置運営に関する協定を締結

　　「夜須町の真ん中を流れ、夜須のシンボルでもある夜須

川の土手に散歩道をつくろう」を合い言葉に、夜須川一斉

清掃を実施しました。参加者は、近隣住民やボランティア

約２４０人。天候にも恵まれ、参加者たちは朝早くから土手

の草刈りに汗を流し、みるみ

るうちにきれいな散歩道がで

きました。参加者の皆さん、ご

協力ありがとうございました。

防災対策課　　　５７‐８５０１
企画課　　　５７‐８５０３

10月23日（火）四国電力から防犯灯と海抜表示板を寄贈
　　毎年、１０月２０日から３１日までの「よんでん
グループふれあい旬間」に香南市は防犯灯
の寄贈を受けています。これは、明るいまち
づくりに協力する地域共生活動の一環。
市内３カ所へ「ＬＥＤ防犯灯」と、今年は新
たに、電柱へ設置する「海抜表示板」１０
枚の寄贈を受けました。授与式では、四国電力の佐
野喬山田営業所長が、市長へ目録を手渡しました。

第６回 津波避難対策
　　　　　　　　　　　　ワークショップ

策

★12月22日
　10時～12時    夜須中央公民館
　14時～16時　赤岡市民館

★12月23日
　10時～12時　吉川総合センター
　14時～16時　香我美市民館
　18時～20時 のいちふれあいセンター　

土

日

　第６回は、避難路等のハード施設につ
いての話し合いを行う予定です。多数の
皆さんの参加をお待ちしています。

■問い合わせ　防災対策課　　57-8501
農林課　　57-7517

10月23日（火）消防本部　　　５５‐４１４１

　　市と香南警察署は、大規模災害発生時に、同署が倒壊

などで使用不能となった場合、消防庁舎の一部を代替施

設として使用できるように協定を結びました。

　　これまでは、近い将来必ず発生する南海地震において、

海抜約４mに位置する同署が、津波浸水予想区域に含ま

れているため、初動対応の遅れが懸念されていましたが、

北西約650mほどの位置にある、海抜約１３mの消防庁舎を

代替施設として確保できたこ

とで、初動対応の迅速化のみ

ならず、消防本部との被害状

況などの情報共有や連携した

対応にも期待が持たれます。

消防庁舎使用に関する協定を締結

ん
灯
ち

電力の佐

平成24年度香南市市民大学
～心豊かにより楽しく生きがいを感じる人生を～

第     回

Konan People’s Seminar

車いすのアーティスト

佐野  有美
  (さの 　あみ)

木 木

ありのままの自分を
受け入れて生きること

声優・俳優

増岡  弘
(ますおか 　ひろし)

土

サザエさん一家は
幸福みつけの達人ぞろい

医学博士・落語家

立川  らく朝
(たてかわ 　らくちょう)

ヘルシー落語

日

女優

市原  悦子
(いちはら 　えつこ)

市原悦子
「朗読とお話しの世界」

　「笑うことは体を活性化させて
くれるんです。がん細胞を壊してく
れる細胞も、笑えば活性化され
る。血糖値も下がる。これは医学
的に証明されているんです。それ
を皆さん、いきいきセミナーは４
回で1,000円だから、たったの250
円で予防できているんです」と、
軽快なトークで、健康講座が行わ
れました。また、認知症や生活習
慣病を題材にした落語も行わ
れ、会場は病気や医療などの話
になると静かに聞き入り、冗談を
交えた話になると笑いで包まれ
ていました。約350人の受講者は
健康教育とともに、笑いで疾病予
防もできた一日となりました。

サンホール

マリンホール マリンホール

マリンホール

◆第１講座 ◆第２講座

◆第３講座 ◆第４講座

～ 一笑健康 笑えば治る ～と

医学博士・落語家

立川  らく朝
(たてかわ 　らくちょう)

ヘル
　「笑う
くれるん
れる細胞
る。血糖
的に証明
を皆さん
回で1,00
円で予
軽快なト
れました
慣病を
れ、会場
になると
交えた話

サンホール

◆第２講

～ 一

　「サザエさん」のマスオ役を
やって40年という増岡さん。もと
もと半年の放送予定で始まった
「サザエさん」。長い間、飽きずに
見てもらえる理由を出演者の中
で話し合い「1日何杯飲んでも飽
きない、飲みごろの日本茶の味
じゃなあい」という結論になったこ
とや収録の様子などを紹介。
　また「１度、口から出た言葉は、
もとには戻りません。褒める言葉
も叱る言葉も励ます言葉もみん
な相手に対するプレゼント。家族
であっても言葉の20％しか伝わ
らないもの。もっと言葉を大切に」
とユーモアを交えたトークに、会
場は笑い声で包まれていました。

　市原さん自身の基礎を作った
大事な時期だという、戦後の食糧
難の時代と疎開先から自宅のあ
る千葉市へ戻ってからを、「13・14
歳のときに出会った音楽の先生
のこと」「みんなから嫌われたり、
仲間はずれにされているような
人に近寄り、関わることが好き
だった劇団時代のこと」など数々
のエピソードを話されました。
　また、トークの合間には、子ども
の詩集「たいようのおなら」から数
編と香南市に伝わる民話「どくれ
の半四」などの朗読も行われ、観
客は、耳に流れるように入ってく
る市原さん独特の語りに、うっとり
と聞き入っていました。

　９月２７日（木）から１０月２８日（日）まで開催された市および市教

育委員会主催の「香南いきいきセミナー」。７回目となる今年も、個

性・人生観豊かな講師陣４人を迎え、笑いあり、感動あり、そして気

づきありと、すばらしい“出会い”があり、各講座とも大盛況でした。

延べ約１,３４０人の受講者は、お互いに楽しみ合いながら学び、明日

の新たな一歩を新鮮に歩み出すことができたことでしょう。

　来年も多くの方に参加していただけるよう、魅力的なセミナーを

開催する予定です。

車いすのアーティスト

佐野  有美
(さの あみ)

　生まれつき両腕と右足がない
先天性四肢欠損症の佐野さん。
子どものころに悩んだ「ありのま
まの自分を受け入れることの難し
さ」や「友達との関わり方」などを
笑いを交えながら、時には深刻な
内容もユーモラスにお話していた
だきました。「自分を受け入れるた
めには、まず自分を信じて、自分自
身を好きになること。“笑顔”そし
て“感謝”の気持ちの大切さを常
に感じて、毎日を明るく楽しく歩ん
でいこうと心がけています」とい
う前向きな言葉をもらった約380
人の受講者は、佐野さんの生き
方に励まされ、元気と勇気をも
らったことでしょう。

9２０１２.１２ 8 ２０１２.１２



Information
１２
月
の

Information

お問い合わせはこちらまで

56-0511

57-8500

57-8501

57-8502

57-8503

57-8504

57-8505

57-8506

57-8507

57-8508

57-8510

57-8512

57-8515

55-3111

57-7516

55-3600

55-3121

57-7520

55-0525

55-2111

57-7517

57-7518

57-7536

57-7519

55-3141

　

57-7521

57-7522

57-7523

54-2296

55-4141

　

57-8509

56-1056

55-2143

54-2121

●市役所（本庁)

　総　務　課

　防災対策課

　財　政　課

　企　画　課

　税　務　課

　収　納　課

　市民保険課

　人　権　課

　環境対策課

　高齢者介護課

　上下水道課

　会　計　課

●赤 岡 支 所

　健康対策課

　赤岡市民館

●吉 川 支 所

　商工水産課

　吉川総合センター

●香我美支所

　農　林　課

　建　設　課

　住宅都計課

　農業委員会

●夜 須 支 所

 【教育委員会】　

　学校教育課

　こ ど も課

　生涯学習課

　文化財センター

●香 南 消 防

 【公民館施設】　

　福祉事務所

　野市中央公民館
　（のいちふれあいセンター）

　香我美市民館

　夜須中央公民館

■
講
習
の
種
類
・
会
場
・
日
時

▼
学
科
試
験
講
習
／
香
南
市
マ
リ

ン
ス
ポ
ー
ツ
施
設（
シ
ー
ス
ポ
）

　　

25
年
１
月
20
日（
日
）

　　

10
時
〜
17
時

▼
実
技
試
験
講
習
／
手
結
漁
港

　　

25
年
１
月
27
日（
日
）

　　
８
時
〜
12
時

▼
国
家
試
験
／
高
知
市
内

　　

25
年
２
月
３
日（
日
）９
時
〜

■
対
象　

15
歳
９
カ
月
以
上
の
方

■
定
員　

先
着
10
人

■
費
用　

二
級　
６
７
，０
０
０
円

■
必
要
な
も
の

　
　

写
真
２
枚
（
横
3.5
㎝　
縦
4.5
㎝
）
、

本
籍
記
載
の
住
民
票
１
通
、認
印

■
申
込
み
締
切
り

　
　

25
年
１
月
14
日
（
月
）ま
た
は
、

定
員
に
な
り
次
第

■
申
込
み
方
法

　
　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
記
入
し
、電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、ま
た
は

メ
ー
ル
で
。

※
二
級
の
国
家
試
験
は
学
科
と
実
技
が
同

日
に
行
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。早
め
の

申
し
込
み
で
同
日
受
験
が
可
能
と
な
り
ま

す
の
で
、
申
し
込
み
は
お
早
め
に
。
申
込
み

が
早
い
順
に
試
験
申
請
を
行
い
ま
す

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　　
Y
A
S
U
海
の
駅
ク
ラ
ブ

　　


57
ー
1
8
5
5

　　　

50
ー
4
0
9
5

■
メ
ー
ル

yasu-um
inoeki@

m
d.pikara.ne.jp

■
日
時

　
　

25
年
１
月
26
日
（
土
）・
２
月
23

日（
土
）・
３
月
23
日（
土
）

い
ず
れ
も
10
時
〜
12
時

■
場
所　

の
い
ち
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー　
１
階　
ふ
れ
あ
い
室

■
講
師　

角
川
理
久

■
定
員　

先
着
15
人

■
受
講
料　

300
円（
全
３
回
分
）

■
材
料
代

　　
５
，０
０
０
円（
全
３
回
分
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　　

野
市
中
央
公
民
館

■
メ
ー
ル　n-koum

in@
city.kochi

-konan.lg.jp

　　

あ
な
た
の
体
力
年
齢
は
、い
く
つ

で
し
ょ
う
？
　

実
年
齢
よ
り
若
い
？ 

若
く
な
い
?!
　

測
定
で
現
在
の
体
力

を
知
り
、
生
き
生
き
と
し
た
健
康

ラ
イ
フ
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
測
定
内
容　

身
長
・
体
重
・
体
脂

肪
率
・
血
圧
・
努
力
性
肺
活
量
・
握

力
・
自
転
車
エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー
に
よ

る
持
久
力
テ
ス
ト
・
反
復
横
と
び
・

垂
直
と
び
・
立
位
体
前
屈
・
閉
眼

片
足
立
ち
・
上
体
お
こ
し

■
日
時

　　

25
年
１
月
５
日（
土
）・
23
日（
水
）・

２
月
２
日（
土
）14
時
30
分
〜

■
場
所　

県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー

体
育
館
内
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
、医
科

学
測
定
室

■
対
象　

18
歳
以
上
の
方

■
定
員　

各
回
先
着
６
人
程
度

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
み
方
法　

電
話
ま
た
は
直

接
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
務
室
で
、
実

施
日
の
１
カ
月
前
か
ら
受
け
付
け
。

※
休
館
日（
月
曜
日
）を
除
く

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　　

野
市
町
西
野
三
〇
三
ー
一

　　

高
知
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
体
力
年
齢
」係

　　


56
ー
0
6
2
1

※
体
力
測
定
中
に
発
生
し
た
事
故
や
怪
我

に
対
し
応
急
措
置
は
行
い
ま
す
が
、
一
切
の

責
任
は
負
い
ま
せ
ん
。な
お
、
健
康
保
険
証

等
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。団
体
（
６
人
以

上
）で
測
定
を
希
望
す
る
場
合
は
、
上
記
の

日
程
以
外
で
も
受
け
付
け
可

私
は
『
し
っ
か
り
食
べ
よ
う
朝
ご
は
ん
』
が
と
て
も
気
に
な
り
ま
し
た
。
健
康
の
基
本
は
や
は
り
食
事
で
す
。
特
に
朝
は
１
日
の
ス
タ
ー
ト
の
た
め
、
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

広

報

へ

の

ご

意

見

■
物
件
・
戸
数

▼
一
般
世
帯
用　　

赤
岡
町
７
戸
、

　　

吉
川
町
１
戸
、夜
須
町
１
戸
、

▼
単
身
者
用　　

夜
須
町
３
戸

■
申
込
み
方
法

　　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

必
要
書
類
を
添
付
の
う
え
提
出
。

■
申
込
書
配
布
期
間
・
配
布
場
所

　　

12
月
３
日(

月)

〜
14
日(

金)

　
　

市
役
所
住
宅
都
計
課
・
市
役
所

市
民
保
険
課
・
各
支
所

■
申
込
受
付
期
間

　　

12
月
13
日(

木)

・
14
日(

金)

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
住
宅
都
計
課

■
募
集
作
品

【
詩
】１
編
の
み
（
400
字
詰
め
原
稿

用
紙
２
枚
以
内
）

【
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
】２
首（
句
）ま
で

※
詩
を
除
く
各
部
門
２
作
品
ま
で
、
未
発

表
作
品
に
限
る

■
対
象

　　

県
内
在
住
の
小
学
生
以
上
の
方

■
出
展
料

　
　

500
円
分
の
切
手
を
同
封
（
一
般

の
部
の
み
）

※
部
門
ご
と
で
は
な
く
一
人
500
円

■
申
込
み
方
法

　　

末
尾
に
、住
所
・
氏
名（
ペ
ン
ネ
ー

ム
可
）・
年
齢
・
郵
便
番
号
・
電
話

番
号
を
記
入
。

■
申
込
み
締
切
り

　　

25
年
１
月
31
日（
木
）必
着

■
大
会
日　

25
年
４
月
20
日（
土
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　　

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内

　　
「
岡
本
弥
太
文
学
賞
係
」

　
　

ビ
ー
チ
で
集
め
た
海
の
き
れ
い

な
物
で
、木
箱
の
ま
わ
り
を
飾
り
ま

し
ょ
う
。あ
な
た
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

小
物
入
れ
を
作
り
ま
す
。大
人
か
ら

子
ど
も
ま
で
だ
れ
で
も
参
加
Ｏ
Ｋ
！

※
小
学
3
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

■
日
時

　　

12
月
16
日（
日
）13
時
〜
16
時

■
場
所　

香
南
市
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ

施
設　
シ
ー
ス
ポ

■
定
員　

先
着
20
人
程
度

■
参
加
費

　　

500
円（
材
料
費
・
保
険
込
み
）

■
持
ち
物　

防
寒
具
、ビ
ニ
ー
ル
袋

※
お
気
に
入
り
の
貝
殻
を
持
参
し
て
も
可

■
申
込
み
方
法

　　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　　
Y
A
S
U
海
の
駅
ク
ラ
ブ

　　


57
ー
1
8
5
5

　　　

50
ー
4
0
9
5

　

〝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
た
び
び
と
〞
は
、視

覚
障
害
の
方
の
た
め
に
文
字
情
報

な
ど
を
音
声
訳
し
て
お
届
け
す
る

活
動
を
し
て
い
ま
す
。今
回
講
座
を

開
催
し
、〝
た
び
び
と
〞で
製
作
し
て

い
る『
声
の
広
報
香
美
』の
音
声
訳
を

し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

■
日
時　

25
年
１
月
26
日（
土
）、27

日（
日
）、２
月
９
日（
土
）、10
日（
日
）

10
時
〜
12
時

■
場
所　

土
佐
山
田
町
二
六
二
ー
一

　　　　　　　

プ
ラ
ザ
八
王
子

■
対
象　
４
日
間
の
受
講
が
可
能

な
、香
南
市
・
香
美
市
在
住
の
方

■
講
師　
１
月
26
日
（
土
）
…
花
房

果
子（
元
R
K
C
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

■
定
員　

10
人

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
参
加
費　
１
，０
０
０
円（
資
料
代
）

■
申
込
み
方
法　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
た

び
び
と
音
声
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
申
込
」と
記
載
の
う
え
、住

所
・
氏
名
・
昼
間
連
絡
の
で
き
る
電

話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記
入

し
、郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
。

■
申
込
み
締
切
り

　　

25
年
１
月
18
日（
金
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　　

〒
780
ー
0
0
2
1

　　

高
知
市
中
秦
泉
寺
三
六
五
ー
二

　　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
た
び
び
と

　　


0
9
0
ー
5
9
1
2
ー
7
1
1
3

　　　

0
8
8
ー
8
0
3
ー
9
2
8
8

■
メ
ー
ル

　　o
n
n
y
a
ku

0
8
@
y
a
h
o
o
.c
o
.jp

R
募 集

recruitment

募 集

市
営
住
宅
入
居
者

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
体
力
年
齢

二
級
小
型
船
舶
免
許
講
習

　

一
閑
張
り
風

　
紙
張
り
カ
ゴ
教
室

　
　
『
広
報
香
美
』
音
声
訳

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
　

海
辺
の
学
校　
ア
ー
ト
学
科

　
　

海
の
宝
箱
を
作
ろ
う

第
12
回　

岡
本
弥
太
文
学
賞

FAX

FAX

FAX

夜須中央公民館夜須中央公民館　催し案内催し案内夜須中央公民館夜須中央公民館　催し案内催し案内夜須中央公民館　催し案内
　申込みは夜須中央公民館へ直接、または電話

　（５４‐２１２１）で。詳しくはチラシをご覧ください。

■日時　25年1月19日（土）10：00～12：00

■場所　夜須中央公民館　2階　調理室

■対象　小学生以上で市内在住、在勤、在学の方

※小学４年生以下は保護者同伴。２５年１月４日（金）まで

　　に定員に満たない場合は市外の方も可

■定員　15人　　　　　　■材料代　1,500円（味噌2㎏）

■講師　宇田　一雄、宇田　卓生（冨士味噌）

■持ち物　ボウル（大）・計量カップ・エプロン・タッパー

■申込期間　12月3日（月）～25年1月10日（木）

バレンタイン

▼以後の日程、その他詳細は
　市議会事務局
　　　　　  57－8513 まで

●１２月４日(火) 
　　開会…本会議
　　　　　　　（諸般の報告など）

排水結果
（平成２４年１０月分）

　　市とルネサスエレクトロニクス㈱が

締結している公害防止協定書による

工場の排水検査結果を報告します。

排 出 量

水 温

水 素 イ オ ン

生物化学的酸
素要求量(BOD)

浮遊物質量(SS)

ノルマルヘキサン
抽出物質含有量

銅 含 有 量

弗 素 含 有 量

シアン化合物

鉛及びその化合物

ヒ素及びその化合物

クロム含有量

ｍ３/D

℃

PH

ｍｇ/ｌ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

－

－

5.8～8.6

20以下

25以下

5以下

1以下

8以下

（1以下）

0.1以下

（0.1以下）

（2以下）

2,052

26.9

7.5

1,897

26.1

6.8

2,609

25.5

7.0

2,516

25.0

7.0

2.3

1.0未満

0.5未満

0.01未満

2.7

0.1未満

0.002未満

0.005未満

0.02未満

※排出量、水温、水素イオン濃度は、第１～第４週の水曜日
　に検査した数値です
※目標値とは、公害防止協定書による目標値です
※目標値（　　）内は、国の基準です
※この水質検査は毎月行われています
　結果については、紙面の都合上３カ月に一度掲載します

■日時 25年1月

（ ）
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Information

　　
こ
の
相
談
所
は
、入
院
・
通
院
患

者
の
皆
さ
ん
に
気
軽
に
行
政
相
談

を
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
病

院
に
出
向
い
て
開
設
す
る
も
の
で

す
。入
院
・
通
院
患
者
の
皆
さ
ん
の

関
心
が
高
い「
医
療
費
」、「
介
護
」、

「
年
金
」
、「
社
会
福
祉
」な
ど
の
困

り
ご
と
に
つ
い
て
、関
係
行
政
機
関

が
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
　

ま
た
、
司
法
書
士
も
参
加
し
て

い
ま
す
の
で
、相
続
・
土
地
問
題
な

ど
の
民
事
に
関
す
る
相
談
に
も
応

じ
ま
す
。
病
院
の
利
用
者
以
外
の

方
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
・
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
日
時

　　

12
月
11
日（
火
）　
９
時
〜
14
時

■
場
所　

高
知
大
学
医
学
部
附
属

病
院
１
階
ロ
ビ
ー　

■
参
加
予
定
機
関

　
　

高
知
大
学
医
学
部
附
属
病
院
、

南
国
市
、南
国
年
金
事
務
所
、け
ん

ぽ
協
会
高
知
支
部
、
弁
護
士
、
税

理
士
、
司
法
書
士
、
高
知
行
政
評

価
事
務
所
、行
政
相
談
委
員

■
問
い
合
わ
せ

　
　

総
務
省
高
知
行
政
評
価
事
務

所
行
政
相
談
課

　　


0
8
8
ー
8
2
4
ー
4
1
0
0

　　

固
定
資
産
税
の
課
税
の
基
準
と

な
る
日
は
１
月
１
日
で
す
。

　
　

今
年
中
に
家
屋
を
新
築
し
た

り
、
既
存
の
家
屋
を
取
り
壊
し
た

場
合
は
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
税
務
課
資
産
税
係
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
宅
地
に
つ
い
て
次
の
区
分
が
あ

り
ま
す

【
住
宅
用
地
】住
宅
用
地
に
は
税
負

担
を
軽
減
す
る
特
例
措
置
が
設
け

ら
れ
て
い
て
減
額
さ
れ
ま
す
。

▼
小
規
模
住
宅
用
地

　
　

200
㎡
以
下
の
住
宅
用
地
（
200
㎡

を
超
え
る
場
合
は
住
宅
１
戸
当
た

り
200
㎡
）を
小
規
模
住
宅
と
い
い
、

課
税
標
準
額
が
価
格
の
６
分
の
１

に
な
り
ま
す
。

▼
一
般
住
宅
用
地

　　

小
規
模
住
宅
用
地
以
外
の
住
宅

用
地
で
、
課
税
標
準
額
が
価
格
の

３
分
の
１
に
な
り
ま
す
。た
だ
し
、家

屋
の
床
面
積
の
10
倍
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、
併
用
住
宅
の
場

合
は
一
定
の
率
を
乗
じ
た
面
積
だ

け
が
特
例
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
非
住
宅
用
地
】　

非
住
宅
用
地
に

は
特
例
措
置
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

倉
庫
な
ど
を
取
り
壊
し
た
場

合
、
家
屋
の
評
価
が
な
く
な
り
税

額
は
下
が
り
ま
す
。

　
　

し
か
し
、
住
宅
を
取
り
壊
し
た

場
合
、
家
屋
の
税
額
は
下
が
り
ま

す
が
、宅
地
は
非
住
宅
用
地
と
な
っ

て
住
宅
用
地
の
特
例
措
置
が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、
課
税
標

準
額
が
上
が
る
こ
と
に
な
り
、税
額

が
上
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
新
築
住
宅
に
は
減
額
措
置
が
あ

り
ま
す

【
減
額
措
置
と
は
】

　　

居
宅
や
併
用
住
宅
を
新
築
さ
れ

た
と
き
は
、一
定
期
間
、次
の
要
件

で
固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
　

対
象
は
居
住
部
分
と
な
っ
て
お

り
、
併
用
住
宅
で
は
居
住
部
分
の

割
合
が
２
分
の
１
以
上
の
も
の
に

限
ら
れ
ま
す
。ま
た
、床
面
積
が
50

㎡
（
一
戸
建
て
以
外
の
貸
家
住
宅

は
40
㎡
）
以
上
、280
㎡
以
下
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　　

対
象
面
積
は
居
住
部
分
の
120
㎡

と
な
り
、
120
㎡
ま
で
の
住
宅
は
全

面
積
を
、
120
㎡
を
超
え
る
住
宅
は

120
㎡
分
を
減
額
し
ま
す
。

　
　

減
額
さ
れ
る
額
は
、
税
額
の
２

分
の
１
、
減
額
さ
れ
る
期
間
は
、
一

般
の
住
宅
で
新
築
後
３
年
間
、３
階

以
上
の
中
高
層
耐
火
住
宅
等
で
新

築
後
５
年
間
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
税
務
課

　
　

平
成
22
年
４
月
か
ら
企
業
の
倒

産
や
解
雇
、
雇
い
止
め
な
ど
の
理

由
で
失
業
さ
れ
た
方
（
非
自
発
的

失
業
者
）は
申
請
に
よ
り
国
保
税

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

■
対
象
者

　　

離
職
日
に
65
歳
未
満
で
あ
っ
て
、

①
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格

者（
例
／
倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る

離
職
）

②
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者

（
例
／
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職
）

と
し
て
失
業
等
給
付
を
受
け
る
方

で
す
。

■
軽
減
額　

前
年
の
給
与
所
得
を

100
分
の
30
と
み
な
し
算
出
し
ま
す
。

■
軽
減
期
間　

離
職
の
翌
日
か
ら

翌
年
度
末
ま
で（
最
長
２
年
）

※
雇
用
保
険
の
失
業
給
付
な
ど
を
受
け
る

期
間
と
は
異
な
り
ま
す

※
国
保
に
加
入
中
は
、
途
中
で
就
職
し
て

も
引
き
続
き
対
象
と
な
り
ま
す
が
、会
社
の

健
康
保
険
に
加
入
す
る
な
ど
国
保
を
脱
退

す
る
と
終
了
し
ま
す

■
申
請
方
法　

雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
て
交

付
）と
印
鑑
を
持
参
し
、税
務
課
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
税
務
課

　　

平
成
24
年
中
に
納
付
さ
れ
た
国

保
税
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
、
介
護
保
険
料
な
ど
の
納
付
確

認
書
を
、
市
役
所
税
務
課
お
よ
び

各
支
所
等
で
発
行
し
ま
す
。
確
定

申
告
等
で
必
要
な
方
は
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
申
請
の
際
、
認
め
の
印
鑑

と
本
人
確
認
の
で
き
る
も
の（
運
転

免
許
証
・
保
険
証
な
ど
）を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
役
所
税
務
課

　
　

国
民
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳

ま
で
の
40
年
間
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
に
よ
り
、
満
額
の
老
齢
基
礎

年
金（
７
８
６
，５
０
０
円
／
平
成
24

年
度
）が
受
け
ら
れ
ま
す
。ま
た
、

保
険
料
を
納
め
た
期
間
（
免
除
や

学
生
納
付
特
例
が
認
め
ら
れ
た
期

間
を
含
む
）が
25
年
以
上
な
け
れ

ば
、年
を
取
っ
て
か
ら
年
金
を
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

　
　

任
意
加
入
制
度
は
、
60
歳
ま
で

に
受
給
資
格
期
間
を
満
た
せ
な
い

方
や
、
受
給
資
格
期
間
は
満
た
し

て
い
て
も
、
未
納
や
未
加
入
期
間

が
あ
る
た
め
減
額
と
な
る
年
金

を
、よ
り
満
額
に
近
づ
け
た
い
と
い

う
方
の
た
め
に
、
60
歳
以
降
も
引

き
続
き
65
歳
ま
で
国
民
年
金
に
加

入
で
き
る
制
度
で
す
。

　
　

な
お
、
昭
和
40
年
４
月
１
日
以

前
生
ま
れ
の
方
は
、
65
歳
ま
で
に

受
給
資
格
期
間
を
満
た
せ
な
か
っ

た
場
合
、
特
例
的
に
70
歳
ま
で
延

長
し
て
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。た
だ
し
、任
意
加
入
の
方

に
は
免
除
制
度
は
適
用
さ
れ
ず
、

必
ず
保
険
料
を
口
座
引
き
落
と
し

に
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　　

南
国
年
金
事
務
所

　　


0
8
8
ー
8
6
4
ー
1
1
1
1

　　

市
役
所
市
民
保
険
課

　
　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
忘
れ
の
方
に
対

し
て
、
電
話
・
文
書
・
訪
問
な
ど
に

よ
る
納
付
の
ご
案
内
や
免
除
等
の

申
請
手
続
き
の
ご
案
内
を
、
民
間

業
者
へ
委
託
し
て
い
ま
す
。

◆
平
成
24
年
10
月
か
ら
平
成
25
年

１
月
ま
で
の
委
託
事
業
者
は（
株
）

バ
ッ
ク
ス
・
グ
ル
ー
プ（
南
国
年
金

事
務
所
管
内
）で
す
。

※
そ
の
他
の
地
域
の
担
当
委
託
事
業
者
に

つ
い
て
は
、日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
で
ご
確
認
く

だ
さ
い

◆
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
に
ご
注

意
！

　　

委
託
事
業
者
が
電
話
に
よ
り
納

付
の
ご
案
内
を
行
う
場
合
は
、
お

客
様
の
納
付
状
況
を
確
認
し
な
が

ら
、
厚
生
労
働
省
（
日
本
年
金
機

構
）の
発
行
す
る
納
付
書
に
よ
り
、

最
寄
り
の
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
保
険
料
を

納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
依
頼
し
ま

す
。こ
の
た
め
、
銀
行
の
口
座
番
号

を
指
定
し
、Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
に
よ
り

保
険
料
の
振
り
込
み
を
お
願
い
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　　

委
託
事
業
者
の「
納
付
督
励
員
」

が
訪
問
し
て
お
金
を
お
預
か
り
す

る
場
合
、
身
分
証
（
納
付
督
励
員

証
明
証
）
を
提
示
し
、
厚
生
労
働

省（
日
本
年
金
機
構
）が
発
行
す
る

納
付
書
を
お
持
ち
の
方
に
限
り
、

保
険
料
を
お
預
か
り
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

納
付
書
を
お
持
ち
で
な
い
方
か

ら
保
険
料
を
お
預
か
り
す
る
こ
と

は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

■
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　　h
ttp

://w
w
w
.n
e
n
kin

.g
o
.jp

/

■
問
い
合
わ
せ　

　　

南
国
年
金
事
務
所

　　


0
8
8
ー
8
6
4
ー
1
1
1
1

　　

市
役
所
市
民
保
険
課

こ
う
な
ん
元
気
『
し
っ
か
り
食
べ
よ
う
朝
ご
は
ん
』
で
の
効
果
は
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
便
秘
や
肥
満
予
防
な
ど
、
↓
（
左
ペ
ー
ジ
へ
）

広

報

へ

の

ご

意

見

↓ 

脂
質
異
常
症
の
発
症
を
防
ぐ
こ
と
な
ど
、
生
活
習
慣
の
見
直
し
を
し
て
い
こ
う
と
、
あ
ら
た
め
て
こ
こ
ろ
し
ま
し
た
。

広

報

へ

の

ご

意

見

  

社
会
保
険
料
の

  

納
付
確
認
書
発
行
に
つ
い
て

C
相 談

counseling

相 談

病
院
出
前
行
政
相
談
所

固
定
資
産
税
の
届
け
出

N
年 金

N at i o n a l
P e n s i o n

年 金

　
国
民
年
金
に
は

　
任
意
加
入
制
度
が
あ
り
ま
す

　
国
民
年
金
保
険
料
の
収
納
業

　
務
を
民
間
委
託
し
て
い
ま
す

売ります！　市有地 ◆市は活用が見込まれない土地の処分を進めます。

① 入札日前１年以上香南市に住所がある人

② 市内に主たる事務所を有し、入札日前１年以上市

　 内で活動している法人

③ 現在は市内に住所はないが、売却物件を利用して

　 市内に住所を移すことが確実な人

※香南市ホームページに応募要領を掲載予定

【問い合わせ】財政課 管財係

売 却方法／一般競争入札

応 募期間／１２月１７日（月）～平成２５年１月１８日（金）

入 札日／平成２５年１月２９日（火）

参 加資格

■所在地／野市町みどり野３丁目２番１

■登記地目／宅地　　　■面積／１７５．２０㎡

■予定価格／６，２７６，３７５円

■法令等制限／①都市計画区域内
　　　　　　　②地役権設定（送電線路の設置）有り

鈴木内科

コメリ

公園
送
電
線

物件●●１

売買物件●１

約５３坪
坪単価
約１１８，４２３円

■所在地／野市町東佐古字東ノ宮４８９番１、４９０番１

■登記地目／雑種地　　　■面積／１７６．８６㎡

■予定価格／４，２４４，６４０円

■法令等制限／①都市計画区域内

売買物件●２

約５３.５坪
坪単価
約７９，３４０円

内野宮神社

つきみのニュータウン

龍河洞
トンネル

物件●●

山下建設

２

T
税 金

T  a  x

税 金

国
保
税
の
軽
減
制
度
に
つ
い
て

　香南都市計画下水道の変更について
の縦覧、説明会、公聴会を開催します。

▼文書の提出先・問い合わせ等詳細は

　　市役所上下水道課、住宅都計課へ
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Information

　
　

申
請
書
に
基
づ
い
て
選
挙
人
名

簿
の
作
成
を
し
ま
す
。選
挙
人
名

簿
に
登
載
さ
れ
な
け
れ
ば
、農
業
委

員
の
選
挙
が
あ
っ
て
も
投
票
で
き
な

い
の
で
、資
格
の
あ
る
方
は
忘
れ
ず

に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
配
布
・
回
収
に
つ
い
て　

申
請
書

は
昨
年
の
名
簿
を
基
に
12
月
25
日

頃
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、同
封
の
返

信
用
封
筒
で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
書
の
提
出
期
限

　　

25
年
1
月
10
日（
木
）

■
名
簿
登
載
資
格
者 

　　

次
の
全
項
目
に
該
当
す
る
人

　
●　

平
成
５
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人

　
●　

平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
、
香

南
市
に
住
所
が
あ
る
人

　
●　

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
で
耕
作

業
務
を
営
む
人
、お
よ
び
配
偶
者

ま
た
は
同
居
す
る
親
族
で
、
年
間

60
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
人

▼
資
格
が
あ
る
の
に
、
申
請
書
が

届
か
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

　　

市
農
業
委
員
会
事
務
局

　　


57
ー
7
5
1
9

　
　

市
で
は
、
施
設
園
芸
農
業
の
一

層
の
振
興
を
図
る
た
め
、
他
の
農

業
者
か
ら
ハ
ウ
ス
を
譲
渡
、ま
た

は
借
り
て
園
芸
を
開
始
す
る
場
合

や
規
模
拡
大
を
す
る
場
合
に
、そ
の

ハ
ウ
ス
の
改
良
に
必
要
な
経
費
の

一
部
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
補
助
対
象（
主
な
も
の
）

　
●　

ハ
ウ
ス
本
体
の
主
骨
材

　
●　

ハ
ウ
ス
に
設
置
さ
れ
て
い
る
灌

水
・
換
気
・
暖
房
・
防
除
・
電
照
・
養

液
設
備
や
カ
ー
テ
ン
装
置
な
ど

※
た
だ
し
、被
覆
資
材
や
工
事
費（
施
工
費
）、

ハ
ウ
ス
の
移
設
に
要
す
る
経
費
は
対
象
外

　　
そ
の
他
要
件
等
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
役
所
農
林
課

　
　

11
月
１
日
か
ら
四
種
混
合
（
ジ

フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷
風
・

ポ
リ
オ
）ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
が

導
入
さ
れ
、
予
防
接
種
法
に
基
づ

く
定
期
接
種
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
不
活
化

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
、生
ポ
リ
オ
ワ
ク

チ
ン
の
す
べ
て
が
未
接
種
の
方
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
す
で
に
い
ず

れ
か
を
接
種
し
て
い
る
方
は
、
決

め
ら
れ
た
回
数
を
終
了
す
る
ま
で

三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
と
不
活
化
ポ

リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
く
だ

さ
い
。

【
四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
】

■
接
種
対
象
者　

生
後
３
カ
月
〜

90
カ
月
未
満（
７
歳
６
カ
月
の
誕
生

日
の
前
々
日
ま
で
）

■
標
準
的
な
接
種
時
期
・
回
数

　　

1
回
0.5

　

ml
を
皮
下
注
射
し
ま
す
。

　
●　

初
回
接
種
３
回
…
生
後
３
カ
月

〜
12
カ
月
に（
20
日
〜
56
日
ま
で

の
間
隔
で
３
回
）

　
●　

追
加
接
種
１
回
…
初
回
３
回
接

種
終
了
後
12
カ
月
〜
18
カ
月
に
１

回
（
初
回
接
種
終
了
後
６
カ
月
以

上
の
間
隔
を
お
く
）

■
接
種
料
金　

無
料

※
７
歳
６
カ
月
の
誕
生
日
の
前
々
日
を
越

え
る
と
任
意
接
種（
自
費
）に
な
り
ま
す

■
実
施
場
所　
県
内
委
託
医
療
機
関

　　

平
成
24
年
７
月
31
日
以
前
の
生

ま
れ
で
、三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、生

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
、不
活
化
ポ
リ
オ

ワ
ク
チ
ン
す
べ
て
未
接
種
の
方
で
、

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
希
望
す
る

場
合
は
、
お
手
持
ち
の
予
診
票
と

母
子
手
帳
を
健
康
対
策
課
ま
で
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
四
種
混
合
ワ
ク

チ
ン
の
予
診
票
と
差
し
替
え
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
健
康
対
策
課

　　

乳
が
ん
検
診（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）

の
受
診
を
希
望
す
る
方
は
ご
予
約

く
だ
さ
い
。検
診
は
無
料
で
す
。

■
日
時
・
場
所　
９
時
〜
11
時
、
13

時
〜
14
時（
の
い
ち
は
15
時
ま
で
）

▼
夜
須
大
峰
の
里

　　

25
年
1
月
10
日（
木
）・
11
日（
金
）

▼
香
我
美
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　　
25
年
1
月
15
日（
火
）〜
17
日（
木
）

▼
赤
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

　　

25
年
1
月
18
日（
金
）

▼
の
い
ち
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　　
25
年
1
月
21
日（
月
）〜
25
日（
金
）

▼
吉
川
総
合
セ
ン
タ
ー

　　

25
年
1
月
28
日（
月
）

■
対
象　

市
内
在
住
の
40
歳
以
上

（
年
度
末
年
齢
）の
女
性
で
、
昨
年

度
香
南
市
の
実
施
す
る
乳
が
ん
検

診
を
受
診
し
て
い
な
い
方

■
予
約
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
健
康
対
策
課

　
　

絵
金
蔵
館
内
改
修
工
事
の
た

め
、
左
記
期
間
は
臨
時
休
館
日
と

な
り
、25
年
３
月
１
日（
金
）よ
り
通

常
開
館
と
な
り
ま
す
。

■
臨
時
休
館
日　

12
月
18
日（
火
）

〜
25
年
２
月
28
日（
木
）

　
　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
絵
金 

―
200
年
の
想
い
―

　　

25
年
３
月
１
日（
金
）〜
31
日（
日
）

コ
ー
ナ
ー
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

お
楽
し
み
に
！

■
問
い
合
わ
せ　

絵
金
蔵
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全
国
で
公
園
遊
具
の
不
具
合
に

よ
る
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
　

住
宅
都
計
課
で
は
、
当
課
の
管

理
す
る
公
園
を
対
象
に
年
２
回
の

点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、子
ど
も

た
ち
の
安
全
を
守
る
た
め
に
も
、公

園
遊
具
な
ど
に
関
し
て
気
づ
い
た

点
が
あ
れ
ば
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
住
宅
都
計
課

　
　

工
業
統
計
調
査
は
、
従
業
員
４

人
以
上
の
す
べ
て
の
製
造
事
業
所

を
対
象
に
24
年
12
月
31
日
時
点
で

実
施
し
ま
す
。

　
　
こ
の
調
査
は
我
が
国
の
工
業
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
、統
計
法
に
基
づ
く
報
告

義
務
が
あ
る
重
要
な
統
計
で
す
。

　　

調
査
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や

地
域
振
興
な
ど
、
国
お
よ
び
地
域

行
政
施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料
と

し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。
調
査
の

趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、ご
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
企
画
課

　　

慌
た
だ
し
い
年
の
暮
れ
が
迫
っ
て

き
ま
し
た
。例
年
、年
末
年
始
は
歳

末
大
売
り
出
し
や
初
詣
・
旅
行
や

帰
省
ラ
ッ
シ
ュ
等
と
各
地
で
人
出

が
増
加
し
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
。ま
た
、お
金
を
持
ち
歩
く
機
会

も
多
く
な
る
こ
と
か
ら
、そ
れ
に
伴

う
思
わ
ぬ
事
件
事
故
に
巻
き
込
ま

れ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▼
『
空
き
巣
の
被
害
に
遭
わ
な
い

た
め
に
』　
ち
ょ
っ
と
の
外
出
で
も
鍵

か
け
を
！

▼
『
ス
リ
・
ひ
っ
た
く
り
の
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
に
』　
貴
重
品
は
し
っ

か
り
と
持
つ
！

▼
『
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
被
害

に
遭
わ
な
い
た
め
に
』　
あ
わ
て

ず
！
あ
せ
ら
ず
！
事
実
確
認
を
！！

▼
『
事
故
防
止
の
た
め
に
』　
年
末

年
始
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
人
混
み
で

は
後
ろ
か
ら
押
し
た
り
、割
り
込
み

等
の
事
故
に
つ
な
が
る
よ
う
な
危

険
行
為
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

　
　
こ
と
し
も
地
域
安
全
活
動
へ
の

ご
参
加
・
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。来
年
も
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
の
も
と
、活
動
し
て
参

り
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
香
南
警
察
署
内
・
香
南
地
区
地
域

安
全
協
議
会
地
域
安
全
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
・
長
田
麻
紀
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■
期
間　

12
月
10
日（
月
）〜

　　

25
年
１
月
９
日（
水
）

■
重
点
目
標

①
子
ど
も
と
高
齢
者

　　
の
交
通
事
故
防
止

②
飲
酒
・
暴
走
運
転
の
根
絶

③
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進

　　

毎
年
年
末
に
か
け
て
死
亡
事
故

な
ど
重
大
事
故
が
多
発
す
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。特
に
、香
南
署
管
内

で
は
高
齢
者
が
関
わ
る
事
故
が
多

発
し
て
お
り
、
半
数
近
く
を
占
め

て
い
ま
す
。

▼
高
齢
歩
行
者
・
自
転
車
の
方
へ

　　

通
り
慣
れ
た
道
で
も
安
全
を
確

か
め
る
習
慣
を
つ
け
、特
に
道
路
を

渡
る
時
に
は
、し
っ
か
り
と
左
右
の

安
全
を
確
か
め
、
車
が
こ
な
い
こ

と
・
止
ま
っ
て
く
れ
た
こ
と
を
確
か

め
て
か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
。

　
　

日
暮
れ
が
早
い
季
節
で
す
。
夕

方
・
夜
間
の
外
出
時
は
、反
射
材
や

懐
中
電
灯
を
利
用
し
事
故
か
ら
身

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▼
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
へ

　　

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
で
は
、

前
を
よ
く
見
て
い
な
い
こ
と
や
ハ
ン

ド
ル
・
ブ
レ
ー
キ
操
作
ミ
ス
が
原
因

の
も
の
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。個
人

差
は
あ
り
ま
す
が
、加
齢
と
と
も
に

身
体
機
能
や
注
意
力
が
低
下
す
る

こ
と
を
自
覚
し
て
、よ
り
慎
重
な

運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

（
高
齢
者
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
岡
﨑
由

美
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※
市
内
在
住
者
に
、コ
ラ
ム
を
書
い
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で
す

　　
朝
、目
が
覚
め
た
ら
外
は
ザ
ー
ザ
ー

降
り
の
雨
で
し
た
。８
月
の
ネ
パ
ー
ル

は
天
候
が
悪
く
、し
と
し
と
雨
か
曇
り

の
日
が
多
く
、よ
ほ
ど

運
が
良
く
な
け
れ
ば

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
々
を

は
っ
き
り
と
見
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　　
２
年
前
の
ネ
パ
ー
ル

旅
行
の
最
終
日
の
そ
の
日
、「
ヒ
マ
ラ
ヤ

遊
覧
飛
行
」約
１
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
で

２
万
円
。か
な
り
高
額
で
し
た
が
、こ
こ

ま
で
来
て
エ
ベ
レ
ス
ト
８
８
４
８
ｍ（
ネ

パ
ー
ル
語
で
サ
ガ
ル
マ
ー
タ
、中
国
語

で
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
）を
間
近
に
見
ず
に

帰
る
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　　
朝
６
時
に
ホ
テ
ル
を
出
発
。首
都
カ

ト
マ
ン
ズ
の
空
港
の
国
内
線
タ
ー
ミ
ナ

ル
は
と
て
も
質
素
で
薄
暗
く
、昔
懐
か

し
い
大
き
な
秤
が
活
躍
し
て
い
て
、過

去
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う

な
ア
ナ
ロ
グ
の
世
界
で
す
。

　　

待
合
室
で
は
、欧
米
の
観
光
客
が

時
遅
し
と
待
ち
構
え
て
い
ま
し
た
が
、

降
り
し
き
る
雨
で
な
か
な
か
搭
乗
の

案
内
放
送
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
ま
ま

天
候
不
良
で
フ
ラ
イ
ト
中
止
と
い
う

こ
と
も
珍
し
く
な
い
の
で
す
。小
一
時

間
待
っ
た
と
こ
ろ
で
案
内
放
送
と
と
も

に
乗
客
が
動
き
出
し
、私
た
ち
３
人
も

そ
れ
に
続
き
、パ
イ
ロ
ッ
ト
含
め
19
人

乗
り
の
小
型
飛
行
機
に
乗
り
込
み
ま

し
た
。

　　

飛
行
機
は
何
も
見
え
な
い
雨
雲
の

中
を
ど
ん
ど
ん
上
昇
し
、こ
の
ま
ま
引

き
返
さ
な
い
か
不
安
を
抱
き
な
が
ら

の
約
１５
分
後
、突
然
、ワ
ー
ッ
と
い
う
歓

声
と
と
も
に
、ヒ
マ
ラ
ヤ
の
美
し
い

山
々
が
眼
前
に
広
が
り
ま
し
た
。こ
れ

ぞ
天
国
と
い
う
感
じ
で
す
。

　　
客
席
の
窓
は
曇
っ
た
り
し
て
い
ま
す

が
、前
方
の
窓
は
鮮
明
な
の
で
、ス
チ
ュ

ワ
ー
デ
ス
は
一
席
だ
け
空
け
て
あ
る
最

前
列
の
席
へ
忙
し
げ
に
乗
客
を
一
人

ず
つ
交
替
で
案
内
し
、パ
イ
ロ
ッ
ト
は

前
方
を
指
差
し
て「
エ
ベ
レ
ス
ト
！
」と

教
え
て
く
れ
ま
す
。一
人
一
分
ほ
ど
の

僅
か
な
時
間
を
必
死
で
眺
め
、シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
り
、「
世
界
最
高
峰
」に
間
近

で
出
会
え
た
興
奮
と
幸
せ
を
噛
み
し

め
な
が
ら
、次
第
に
遠
ざ
か
る
八
千
ｍ

級
の
山
々
に
別
れ
を
告
げ
、ま
た
雨
の

降
り
し
き
る
地
上
に
戻
っ
た
こ
と
で
し

た
。

　　
あ
の
時
の
感
動
は
一
生
の
宝
物
で

す
。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
み
つ
こ

い
つ
も
楽
し
く
拝
見
し
て
ま
す
。
秋
な
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
こ
と
や
読
書
に
関
す
る
特
集
、
イ
ベ
ン
ト
の
提
載
が
あ
れ
ば
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。

広

報

へ

の

ご

意

見

P
香南警察署香南警察署

police station

　

年
末
年
始
の
防
犯
対
策
や

　

事
故
防
止
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
！

A
農 業

agriculture

農 業

園
芸
用
ハ
ウ
ス
活
用
促
進
事
業

　
　
　

公
園
遊
具
の
異
変
に

　
　
　

気
づ
い
た
ら
ご
連
絡
を

　

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載

　

申
請
書
の
提
出
に
ご
協
力
を
！

世
界
の
屋
根

H
健 康

H e a l t h

健 康

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
接
種

平
成
24
年 

工
業
統
計
調
査

乳
が
ん
検
診
予
約
受
付
中

年
末
年
始
の
交
通
安
全
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携帯用ＱＲ

　　今月号は「２００７年度香南市児

童生徒の人権に関する作品集」

の中から、標語の部（中学生）の

最優秀・優秀作品を掲載します。※当時の学年・敬称略

支
え
合
う　　
そ
の
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大
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友
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部

問い合わせ

人権課　　　 ５７‐８５０７

子育ては、母親だけでなく父親も積極的に
かかわり、社会がそれを支えていくという認
識を持つことが大切です。

香南

人権啓発作品を紹介します

　10月28日（日）赤岡市民館で、214人が参加し「第30回赤岡町解
放のまつり」が開催されました。ホールでは、赤岡保育園児による太
鼓や踊り、若杉子ども会による伝承盆踊りや劇、赤岡中学校吹奏楽
部による吹奏楽、各種団体の発表、赤岡小学校教職員・市民館女
性学級生らによる“おがり”を発表。講演会では、吉田小百合さんを
招いて自身の生き様をとおし、差別の実態を熱く語る姿と内容に、
涙が止まらないほどの感動も。「昔を思い出して泣きました」との感
想もあり、充実した１日とな
りました。また、今年は、美宜
子神社の秋まつりと日が重
なり、市民館前の道路をお
なばれが通り、御輿や若杉
会の子どもによる太鼓・獅
子舞でにぎわいました。

人権尊重のまちづくりの実現を目指して
第30回赤岡町解放のまつり

い
つ
も
楽
し
み
に
読
ん
で
い
ま
す
。
香
南
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要
望
と
し
て
、
こ
ど
も
が
多
い
地
区
な
の
で
、
歩
い
て
行
け
る
キ
レ
イ
な
公
園
が
欲
し
い
で
す
。
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　 I N F O R M A T I

４コマまんがラリー

１２／ １５（土）～　　１／３１（木）日程

場所

　　高知中央広域定住自立圏（高知市、南国市、香美市、香南

市）では、４市市民を対象に４市を巡るスタンプラリーを実施。

★ラリー達成者にプレゼント！　希望者は、台紙に所定のシー

　　ルをはって応募してください（先着３００人まで）。

■問い合わせ／市役所企画課

横山隆一記念まんが館（高知市）
タマリン館（南国市）・のいち駅（香南市）
アンパンマンミュージアム（香美市）

震災に強い人・地域・
ネットワークづくり講演会

１２／ １８（火） 開場 １８:００　開演 １８:３０日程

場所

■演題／「巨大津波想定に向かい合う防災を考える」

■講師／群馬大学大学院　片田敏孝教授

■入場料／無料　　　　　　■申込み締切り／１２月１２日（水）

■申込み・問い合わせ／高知県南海地震対策課　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　企画調整担当　088ー823ー9798

高知新聞放送会館６階　高新ＲＫＣホール
（高知市本町３丁目２-１５）

高知・であいのきっかけ
ときめきパーティー

　　２／ ３（日）１０:００～１８:００日程

サンピア　セリーズ（高知市高須）場所

■対象／県内在住の２５歳以上３５歳以下の独身男女

■定員／男性　２０人　女性　２０人　　　■参加費／５,０００円

　　２／ ９（土）１６:００～２０:００日程

三翠園（高知市鷹匠町）場所

■対象／県内在住の２５歳以上４０歳以下の独身男女

■定員／男性　７２人　女性　７２人　　　■参加費／３,５００円

　　２／ １３（水）１９:００～２１:３０日程

ホテル日航高知旭ロイヤル（高知市九反田）場所

■対象／県内在住の３０歳以上４０歳以下の独身男女

■定員／男性　２５人　女性　２５人　　　■参加費／３,５００円

■申込み方法／参加希望会場、郵便番号、住所、氏名（ふり

　　がな）、性別、生年月日、年齢、職業、電話番号、メールアド

　　レスを記入し、はがき、ＦＡＸ、メール、パソコン・携帯ホームペ

　　ージの申込みフォームから応募（記入漏れの場合は無効）。

　　※学生不可。対象年齢は２４年４月１日時点

■募集期間／１２月１日（土）～平成２５年１月５日（土）

　　※応募者多数の場合は抽選。１月中旬に当選・落選通知を送付

■申込み・問い合わせ／ときめきパーティー開催事務局

　　〒780ー0805　高知市東雲町3ー10　㈱高知広告センター内

　088ー885ー1130　FAX　088ー885ー1100
　　●ホームページ　http://www.kochi-tokimeki.com

　　●モバイル　　　　http://www.kochi-tokimeki.com/mobile/

　　●メ　ー　ル　　　　deai@kochi-tokimeki.com

ときめきパーティー

ときめきパーティー

ときめきパーティー

１２／ ８（土） １３:００～１７:００日程

場所

■演題／「これからのエネルギーを考える」

～小水力、木質バイオマス、メタンハイドレード、下水、人力～

■参加費／無料（事前申込み不要）

■問い合わせ／高知大学 　総務部　物部総務課 　総務係

　　　　　　　088ー864ー5112、5114

高知大学物部キャンパス
農学部５ １ー教室　（無料駐車場あり）

　　　　高知大学
物部キャンパスフォーラム

第10回

　　クリスマス車両&
　Christmasイルミネーション列車

１２／ １（土）～２５（火）日程

　　『てのひらを太陽に号』の1両のみ、車内をクリスマス仕様

に飾り付け、12月20日（木）～25日（火）は安芸駅・奈半利駅

の改札係、昼間は営業車掌がサンタクロースに変身！

★クリスマス列車 １２／ ８（土）日程

　　安芸駅～奈半利駅間の往復で『うまじっくクラブ』のマジック

ショーを開催！ご乗車のお子さま（小学生以下）にはサンタクロ

ースより素敵なプレゼント！！（個数に限りがあります）

■問い合わせ／土佐くろしお鉄道㈱安芸駅　0887ー34ー8800

★Christmasイルミネーション列車
　＆うまじっくクラブ・マジックショー

平成
２５年

平成
２５年

平成
２５年

平成
２５年

身男女

ロースに変身！
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香
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参
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さ
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与
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条
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さ
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。ま
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減
に
努
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て
い
ま
す
。

　
　

効
率
的
な
行
政
運
営
と
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
組
織
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま
す

の
で
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

① 人件費の状況
　　（平成２３年度 普通会計決算）

普
通
会
計
に
お
け
る

人
件
費
等
の
状
況

歳出額 (Ａ)

実質収支

人件費 (Ｂ)

住民基本台帳人口
（平成２４.３.３１現在）

（参考）２２年度の人件費率

１８,９５２,９９７千円

３４,４８８人

６８３,８２０千円

３,４２７,９１３千円

人件費率（Ｂ／Ａ） １８.１ ％

１８.４ ％

※香南市における普通会計は、一般会計にあたります
※人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを
　　含みます

① 一般職の勤務時間および
　　有給休暇取得状況

終了時間
（基本）

有給休暇
平均使用日数

開始時間
（基本）

１７時１５分

８時３０分

② 育児休業・
　　 介護休暇取得状況

④ 勤務条件に関する措置の要求
　　 および不利益処分に関する
　　 不服申立ての状況

⑤ 職員研修の状況　（平成２３年度）

⑥ 職員の公務災害の発生状況　

③ 職員の分限および
　　 懲戒処分状況

懲戒処分者

分限処分者

４人

１人

１１日

特
別
職
の
報
酬
等
の
状
況

職
員
の
手
当
の
状
況

② 職員給与費の状況
　　（平成２３年度 普通会計決算）

給料

職員数 (Ａ)

職員手当

期末・勤勉手当

計（Ｂ）

１,４４０,５２２千円

３８２人

１６９,５８４千円

５１２,５６７千円

２,１２２,６７３千円

一人当たりの給与費
（Ｂ／Ａ）

５,５５７千円

※職員手当には退職手当を含みません
※職員数は平成２３年４月１日現在の人数です

給
与
費

① 職員の平均給料月額と
　　 平均年齢の状況 （平成２３年４月１日現在）

職
員
の
平
均
給
与
月
額
、

初
任
給
等
の
状
況

一
般
行
政
職
の

級
別
職
員
数
の
状
況

② 職員の初任給月額
　　（平成２３年４月１日現在）

※平均給与月額とは、給料月額に扶養手当、住居手当、
　　管理職手当等の額を合計して平均したものです

※職員数は一般職に属する職員数です
※公営企業等会計部門職員数には、国保・介護事務職員を含みます

一般行政職の級別職員数等の状況
（平成２４年４月１日現在）

１７２,７００円

大学卒 高校卒

行政事務

１４０,６００円

平成２４年

部門

平成２３年

２６０人

一般行政職
部門

２６７人

△７人

１１５人

特別行政
部門

１１５人

―  

４０９人

合計

４１９人

△１０人

３４人

公営企業等
会計部門

３７人

△３人対前年増減数

職員数

０万円

１０万円

２０万円

３０万円

４０万円

平均年齢
４４.４歳

平均年齢
４２.３歳

香南市 国

平均給与月額

３６３,９３９円

平均給料月額

３４３,８００円

平均給与月額

３９７,７２３円

平均給料月額

３２７,２０５円

職
員
の
手
当
の
状
況

そ
の
他
の
勤
務
条
件
等

（
平
成
２３
年
度
）

（
平
成
２３
年
４
月
１
日
現
在
）

職
員
の
任
免
お
よ
び

職
員
に
関
す
る
状
況

② 部門別職員数の状況と主な増減理由
　　（各年４月１日現在）

③ 主なその他の手当　（平成２３年度 普通会計決算）

通勤手当（１４,４２２千円）

１１,０００円／月
扶養手当（３８,１３８千円）

１３,０００円／月

６,５００円／月

加算 ５,０００円／月

２,０００円／月

宿日直手当（１,０１６千円）

住居手当（１９,５９４千円） ２７,０００円／月

２４,５００円／月

４,２００円／月

配偶者がいない場合の一人目

配偶者

配偶者以外の
扶養親族 その他の扶養親族

※１６歳から２２歳までの子の場合

２㎞～ ５㎞　未満

４,１００円／月５㎞～１０㎞　未満

借家など 家賃額に応じて（最高限度）

その他通勤距離に応じて（最高限度）

勤務１回につき

手当名（２３年度支給実績） 内容および支給単価

有給休暇の平均使用日数は、平成
２３年１月１日から１２月３１日までのも     
のです

介護休暇

育児休業

取得者数

取得者なし

９人
措置要求・不服申立て ０件

外部研修 ２３６人受講

内部研修 ４０２人受講

３６研修

３研修

公務災害認定件数 ４件

２８.９％

３４.１％

１７.８％

１３.０％

２.４％ １級／主事

 ５人

３級／主査

 ６０人

４級／係長・主任

 ７１人

５級／課長補佐
・主監・副支所長
・事務局次長

３７人

６級／課長・事務局長
・支所長・参事

２７人
２級／主事

 ８人３.８％  

職員数

計２０８人

※一般行政職とは、税務職・福祉職・

消防職・企業職・技能労務職を除

く職員です

※香南市の給与条例に基づく給料表

の級区分による職員数です

※標準的な職務の内容とは、それぞ

れの級に該当する代表的な職務

です

※本表の職員数は、一般行政職に限

定してあるため、全職員を対象と

する ６ー ②（部門別職員数の状況）

の職員と一致しません

※（ 　）内は平成１７年４月１日～平成２５年４月１日における定員管理
　　の目標数値。　特別職（市長・副市長・教育長）を除く

① 定員管理の数値目標及び進捗状況
　　（平成２４年４月１日現在）
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総
務
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① 期末手当・勤勉手当

支給期

６月期

１２月期

計

期末手当

平成２３年度 支給割合

１.２２５月分

１.３７５月分

２．６月分

勤勉手当

０.６５月分

０.６５月分

１．３月分

計

１．８７５月分

２．０２５月分

３．９０月分

一人当たり平均支給額（平成２２年度）

１,３４２千円

② 時間外勤務手当

支給実績

職員一人当り
平均支給年額

支給実績

職員一人当り
平均支給年額

平　　成
２３年度
決　　算

平　　成
２２年度
決　　算

５８,４４０千円

１５３千円

６６,２３２千円

１７０千円

市長

６月期

１２月期

計

加算措置　　給料（報酬）月額に加算措置

１．４０月分

１．５５月分

２．９５月分

副市長

議長

副議長

議会運営委員長

常任委員長

議員

７６５,０００円

６５５,０００円

３９０,０００円

３５０,０００円

３１０,０００円

３１０,０００円

２９０,０００円

（平成２３年度支給割合）

給料等月額

給料

報酬

期末手当

※

掲
載
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

詳
し
く
は
、
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